
歳入 市税
227億184万円

市債
69億5,270万円

　地方特例交付金 　 10億8,250万円
地方消費税交付金 　 11億5,000万円
　　　　県支出金 　 13億9,462万円
　　　　　繰入金 21億6,087万8千円
　　　国庫支出金 37億5,984万1千円

　　　　　諸収入  　10億2,010万円
使用料及び手数料    9億337万7千円
　　　　　その他 28億4,914万4千円
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平
成
１６
年
度
当
初
予
算
が
第
１
回
定
例
市
議
会
で
成

立
し
ま
し
た
。市
財
政
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
予
算
額

は
、前
年
度
に
比
べ
３４
億
８
千
９
０
０
万
円（
８
・
６
％
）

※

の
増
で
し
た
が
、こ
れ
か
ら
減
税
補
て
ん
債
の
借
換
分
を

除
い
た
実
質
的
な
予
算
額
は
、前
年
度
に
比
べ
６
億
６
千

６
４
０
万
円（
１
・
６
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、５
・

９
％
の
増（
借
換
分
を
除
い
た
実
質
は
前
年
度
比
０
・
３

％
の
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
主
に
、一
般
会
計
予
算
の
内
容
を
歳
入
歳
出
別

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

かりかえ

※減税補てん債の借換分
国の減税政策によって影響を受けた市税の減
収分を補うため、国から借り入れたお金を「減税
補てん債」といいます。平成７年度と８年度に借り
入れた分については、平成１６年度に改めて借換
する約束になっていたため、歳入と歳出にはそ
の分の金額が含まれています。

�� は、市に入ってくるお金です。グ
ラフ１のとおり、個人市民税や法人市民税、固定資産
税などの市税が全体の５割を超える額を占めていま
す。続いて多いのが国などからの借り入れ金である
市債ですが、平成１６年度は減税補てん債の借換分も
含まれます。また国庫支出金は、市が行う特定の事業
に対して国から交付されるお金です。

グラフ１
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区

分

平
成
１６
年
度
予
算
額

（
前
年
度
比
）

増
減
率

（
％
）

一

般

会

計
４
３
９
億
７
千
５
０
０
万
円

（
３４
億
８
千
９
０
０
万
円
増
）

８・
６

特 別 会 計
国

民

健

康

保

険
１
１
６
億
１
千
１
０
８
万
８
千
円

（
９
億
２
千
８
４
５
万
５
千
円
増
）

８・
７

下

水

道

事

業
４２
億
２
千
４
３
６
万
５
千
円

（
２
千
９
４
５
万
４
千
円
減
）

△
０・
７

老

人

保

健
８４
億
９８
万
６
千
円

（
３
億
９
千
７
７
０
万
９
千
円
減
）
△
４・
５

狭
山
都
市
計
画
事
業

上
広
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業
４
億
７
千
８
１
０
万
４
千
円

（
１
億
８
千
１
１
８
万
３
千
円
増
）

６１・
０

狭
山
都
市
計
画
事
業
狭
山
市
駅

東
口
土
地
区
画
整
理
事
業

９
億
１
千
４
４
０
万
２
千
円

（
３
千
２
１
４
万
７
千
円
増
）

３・
６

介

護

保

険
４５
億
４
千
３
６
０
万
５
千
円

（
２
億
７
千
２
１
１
万
増
）

６・
４

計

３
０
１
億
７
千
２
５
５
万
円

（
９
億
８
千
６
７
３
万
２
千
増
）

３・
４

水

道

事

業

会

計
４４
億
４
千
４
４
５
万
５
千
円

（
１
億
２
千
３
６
７
万
１
千
円
減
）
△
２・
７

合

計

７
８
５
億
９
千
２
０
０
万
５
千
円

（
４３
億
５
千
２
０
６
万
１
千
円
増
）

５
・
９

�



人件費
25.9％

投資的経費 6.0％
　　その他 7.2％

公債費
19.6％物件費

16.2％

扶助費
14.4％

繰出金
10.7％

歳出

　民生費
117億8,776万1千円

その他 20億5,601万5千円
消防費 18億3,292万円
衛生費 42億7,920万8千円

　公債費
86億4,192万6千円

　土木費
54億7,077万9千円

　　　　総務費
50億7,172万2千円

　　　教育費
48億3,466万9千円

グラフ２

�� は、皆さんのために使われるお金
です。グラフ２を見ると、民生費が最も多く、福祉を充
実させるために多くのお金が使われるのが分かりま
す。また、公債費には、減額補てん債の借換に伴う返
済金が含まれます。
下表は目的別歳出を市民一人当たりに換算したも
ので、グラフ３は歳出を性質別に表したものです。

グラフ３
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グ
ラ
フ
３
の
う
ち
、物
件
費
は

物
品
の
購
入
や
業
務
委
託
な
ど
に
、

扶
助
費
は
福
祉
に
、投
資
的
経
費

は
道
路
や
施
設
の
建
設
の
た
め
に

使
わ
れ
る
お
金
で
す
。ま
た
、繰
出

金
は
特
別
会
計
へ
支
出
さ
れ
ま
す
。

平成16年度の一般会計 主主なな重重点点施施策策のの予予算算
総務費�市制施行５０周年記念事業…１，７７０万８千円�
合併協議会負担金…３，１００万円�ネットワークセキュ
リティ調査事業…２１０万円�コミュニティ施設特別整
備事業…２，７３５万円�第２次男女共生プラン作成事業
…２００万円�狭山市駅東口自転車駐車場（仮称）整備事
業…２，３００万円�軽自動車税管理プログラム作成事業
…３００万円�戸籍管理システムの整備…１億３，０００万円
民生費�高齢者保健福祉計画推進事業…２，０６５万円
�ひとり暮らし高齢者等総合支援事業…３４９万３千円
�精神障害者通所授産施設建設事業…６，０００万円�
次世代育成支援行動計画策定事業…２６５万円�民間
保育所の整備促進…６，０６４万５千円�学童保育室整備
事業…３，７８８万６千円�養護学校放課後児童対策事業
…３７２万円
衛生費�健康管理システムの更新…３，１４０万円�リ
サイクルプラザ建設実施計画等策定事業…１，３００万
円�廃プラスチック類分別収集地域の拡大…４，７４６万
８千円�生ごみリサイクルシステムの充実…２，５００万
円�リサイクル工房用地等取得事業…１，７７９万９千円

農林水産業費�団体営基盤整備促進事業…５００万円
商工費�中心市街地等商業活性化支援事業…１８０万
円�商店街活性化推進事業（逸品会設立推進事業）…
６０万円�新規成長産業連携支援事業…４３０万円
土木費�新都市機能ゾーン整備事業…１億６，４５０万円
�狭山市駅西口地区第１種市街地再開発事業…６００
万円�柏原新狭山線道路整備事業…１億３，４８５万６千
円�狭山市駅霞野線道路整備事業…２億５，４８５万円�
新狭山駅南口線道路整備事業…４，４３４万２千円�くぬ
ぎ山地区自然再生事業…２００万６千円�緑地公有地化
事業…５，０００万円�上広瀬土地区画整理事業…３億
８，４１８万８千円�狭山市駅東口土地区画整理事業…７
億９，５２０万円�公営住宅ストック総合活用計画策定
事業…８００万円
消防費�消防機械整備事業…９，８１０万円
教育費�外国語早期教育推進事業（特区）…１，６６２万５
千円�校舎大規模改造事業…１億４，５４７万７千円�校
舎空調設備改修事業…２億３，９１３万９千円�彩の国ま
ごころ国体推進事業…１億８，５００万円
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民
生
費

７
万
２
千
７
２
３
円
子
育
て
支
援
、高
齢
者
対
策
な
ど
の

福
祉
に
使
わ
れ
る
お
金

※人口…１６万２，０９２人（平成１６年１月１日現在）

公
債
費

５
万
３
千
３
１
５
円
市
の
借
入
金
の
返
済
を
す
る
た
め

の
お
金

土
木
費

３
万
３
千
７
５
１
円
道
路
や
公
園
を
建
設
・
修
繕
す
る
た

め
の
お
金

総
務
費

３
万
１
千
２
８
９
円
市
の
運
営
の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金

教
育
費

２
万
９
千
８
２
７
円
学
校
・
図
書
館
な
ど
の
運
営
や
施
設

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
お
金

衛
生
費

２
万
６
千
４
０
０
円
ご
み
の
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
、環
境

対
策
に
使
わ
れ
る
お
金

消
防
費

１
万
１
千
３
０
８
円
消
防
や
防
災
事
業
な
ど
に
使
わ
れ

る
お
金

そ
の
他

１
万
２
千
６
８
４
円
商
業
・
農
業
の
振
興
な
ど
に
使
わ
れ

る
お
金
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